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顕微鏡下の岩石

中生代の流紋岩

(その星)

前号では後期中生代の濃飛流紋岩のうちもっとも

ふつうにみられる溶結凝灰岩の写真のいくつかを紹介し

た六号では前半で前号につづいて濃飛流紋岩

のうちでやや特殊なタイプの岩石(台かんらん石溶結凝

灰岩1ガラス質溶緕凝灰岩および火道角礫岩)を示し

後半で太美山層灘のある種の珪長質溶岩の写真を紹介

することにしよう苗

太美山層群というのは北陸地方の新第三系の下位

にある火山岩類でその時代は濃飛流紋岩よりもやや

新しく白亜紀末期漢たは第三紀初頭とされている.

この火山岩類は安山岩1看英安山岩1流紋岩などの

中性～珪長質の多様な岩石種からなるのカミ特徴でその

解説山1ヨ直利1河田溝雄撮影歴井義郎

産状も溶岩･火砕岩･火砕流堆積物などとひじ｡よう

に変化に富んでいる.六号で紹介するのは本属灘中

の育英安山岩の溶岩の例でありその1つぱおそらく陸

上で他の五つは水中で固結したと思われるものである.

なお看薬安山岩というのは化学組成上流紋岩

と安山岩の中間の性質をもつ火山岩でdぬ舵の邦訳で

ある｡したがってかならずしも斑晶に石英がなくて

もよいわけであり石英をもつ安山岩(qua施andeSite)

とは定義上区別されなければならない.六号で示す

石英安山岩も斑晶は主として斜長石であるが全岩の

化学分析の結果では石英安山岩質(Si02≒6晩)であ

る.石英安山岩は流紋岩によく随伴し広義の珪長

質火山岩の一員である.この記事の題目にはないが.

流紋岩に便乗してここで紹介する次第である.

写真①はかんらん石斑晶を含む溶結凝灰岩である.

このかんらん石は玄武岩･はんれい岩などの苦鉄質岩

石に含まれるものとはちかって著しくFeに富み厳

密にいえばフェロホｰトノライトである.写真にみ

られるように結晶の周縁部は緑色の粘土鉱物(モン

モリロナイト)に変化している.かんらん石のほかに

斜方輝肴1単斜輝宥1鈎閑宥1黒雲餓

1鉄鉱な屋多様な種類の鉄苦土鉱物

を含んでいる､紀もかかわらず砦

宥全体の化学組成は流紋岩質(SlO嚢鷺

7脇)である､=このような台かん

らん宥流紋岩はい漢塞で串生代の

流紋岩類のうちで濃飛流紋岩の砦体

の西縁部の帥町1金出町付近紀しか

みつがっていない､この村近の砦肴

は帥腕紋岩類といわれ濃稽流紋

塔のうちでは批較的著い時期の活動紀

よるものである｡

簿婁②は強度に溶緒し花ガラス

質溶繕凝贋砦である｡ガラ浅片は

もともとの輪郭をよく残し淀凄凄で

つよく紳しっぷ怒れ夢テ長のY宇凄

たは貫字ぽ似た形を呈している｡ガニ

ラス片の脱ガラス化作用は個々のガ
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ラス片の周縁部と内部とで著しい差カミあり周縁部は隠

微晶質であるか内部にはかなり粗粒の石英が生じてい

るも.のが多い.また写真にみられるようにガラス

片中に暗色高屈折率の微粒鉱物(?)の集合体が析出し

ていることカミある.軽石片の先端が箒の先のように

全体の葉理面に平行な蒔きに並んセいるのが中央の下

端部にみられる.

写翼③は飛騨川の河床にそって800狐にもわたっ

て露出する次道角礫貴の一部を示したものである｡

写真の左側の溶結凝灰岩の岩片はこの火道角礫岩を同

じく濃飛流紋岩の一部にはちがいないか角礫岩形成

時にはすでに固結1冷却していた溶緒凝灰岩である.

このよラなものをふつう類質(aCCe蜘ry)岩片とよ

んで写真右側のチャｰト(古生層)のように火山活

動をまったく関係のない基盤の岩片頸異質(ac搬ent･1)

岩片と区別する,これら類質･異質岩片の閥をうず

めるのは写真のように石英1長石などの結晶破片や

上記号有類の紙破片潟よびそれらの変質物質ばかりであ

ってガラス片はほとんどみあたらない.プグマから

分裂したばかりのガラス片は大量のガスとともに火

道を吹きぬげてしまい残巷れた岩片や結晶片だけが火

道をうずめたのあろう.

写萬④は太美山層群の石英安山岩の溶岩の一例で

ある.'ζの溶岩は厚さ10数滋で同様な岩質の溶結

凝灰岩の間に薄くはさまれている｡おそらく陸一ヒで

固結し淀溶岩であろう.写真の変うに粗粒部と細粒

部とか交互に重なりあって縞状構造(即猟band呈n9)

をつくる.細粒暗色部は短冊状斜長石･微細な珪長

鉱物および緑泥石様鉱物(言)からなり非常に岩質･粒

度カミ均一でこれまでのべてき危ような溶結凝灰岩のマ

トリックスの様子とはまっ花くちがう皇また斑晶

の斜長石か自形結晶である一破砕されていない一こ

とも溶岩の特徴の五つである.粗粒明色部はおも

に他形の看英緕騒の集合物からなりまた部分的ビ

石英と微粒の長石と秘一種の微文象構造1こ似た共生関係

を示す..このような結晶度のち淋いカミもともとのマ

グマの組成のちがいによるものか冷却時のなんらかの

分化作用(または交代作用)によるものかは定説カミな

い.

辱翼⑤は④と同｡く太美山層群の石英安山岩の

溶岩であるが水中堆積の同質の凝灰岩と互層し漢花

この岩石自身の性質から水中で固結した溶岩と思われ

る苗写真から障溶岩の岩片からなる火砕岩のように

みえるかもしれない.しかし各岩片がほとんど一様

な岩質を示すこと岩片の縁辺部にごくせまい幅で急冷

周縁相洪生じていること岩片の間げきをみたす細粒物

質が岩片にくらべて著しく少量であることそして露

頭では巨大な不定形の岩片(一部は隠をんε溶岩に移化

してし蜜う)から細片蜜で大小さまざまであり異質物
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肌溝緒の鴛片

那凄ったくないことなどの諸特徴は最近急速

に着目窓れてき淀軽水中自破砕溶岩ミ(Suk

顯鵬Q鵬鋤ぬb鷲㏄1ated1aVa)の理論によってう

蜜く説明できそうに思走る.この理論ほかん

たんにいえばヂ溶岩が水中に流入すると急冷

によって水との接触面に多数の節理カ溌達し溶

岩の運動ととも紀この節理面にそって溶岩の本

体から多数の破片カ草分離しかつ破片岡志の衝

突によってさらに細片化するJというものである.

これ凄で凝灰角礫岩1集塊岩などとよばれてき

た岩石が案はこの水中自破砕溶岩であったとい

う例かすでにいくつか紹介されて為り今後

注窟深い観察によってさらに多くの発見方茎なさ

れること､淋期待される.

(箪著らは地質部1研究企圃官付)
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